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最近は、食品の偽装表示や農作物の残留農薬、冷凍食品の農巽混入問題など、食に関する不祥事が発
生しマスコミが報道するたびに、消費者の 「食」に対する不安が非常に大きくなっています。

そのようrt「中、
“
ひろしまそだち

J基
本計画に基づき各種事業を展開したところ、消費者の農林水産物

に対する 「市内産 ・新鮮 ・安心」の期待が非常に高まっていることを感じます。

F“ひろしまそだち
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ランドの確立』では、フー ドフェスティパルの参加や食味調査会など、生産振

興や産品のPR、 産品の開発 ・育成などに取組みました。

F安全 安 心の向上』では、産地交流会の開催や試食販売など生産 流 通 消 費の信頼関係の構築を

図りました。

また、『「食」と 「震」を結びつける取組み』として、生産者による学校の農業体験指導や食震側験行事
を企画 ・実施する市民ボランティア

“
食農コーディネーターⅢ

育成にも着手しました。

さらに 『環境に配慮した生産の推進』では、
“
ひろしまそだち

Ⅲ
栽培指針を作成し、持続性の高い震業

生産方式の導入に取組みました。

今後とも 「食」と 「農」の結びつきや環境問題など社会的要請に応えることのできる地産地消の推進

に、皆様方のこ支援ご協力をお願いします。
“
ひろしまそたち

“
特産化推進協議会

会長 戸 田  均 史
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ひろしまフードフェスティバルでPR
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平成 19年 10月 2フ 28日 に開催されたひろし

まフー ドフエスティバルの会場において野菜ソム

リエ (ベジフルコミュニテイ広島)の 協力のもと、

こまつなのおいしい食べ方の提案 (レシピ配布)
とこまつな料理の試食 (4品)で PRを おこないま

した。

また 来 場者485人 にアンケー ト調査を行つた

ところ、 Ⅲひろしまそだち
Ⅲ

マークを見たことがあ

ると回答した人がフ0%、 今後購入してみたいと思
つた人が95%に 達しました。
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広島市内の生産者が生産した農林水産物及びそのカロエ品の総称です こ れらの生産振興 「おいしさJな ど消費者二―

ズに対応すると品開発 生 産 流 通 消 費の交流と連携で案かれる信頼関係による 「市内産 新 鮮 安 心Jの
“
ひろし

まそだち
"ウ

ランドの確立を図るとともに 食 と農の権びつきや環境問題など社会的雲詰に応えることのできる地産地
消の推進を行います。



公民館等野菜料理教室での食材PR

公民館活動での料理教室で、生産者が消費者に食材を提供し
｀
ひろ

しまそだち
Ⅲ
産品のP日をします。

今年度 よ、安佐北区の公民館におしヽて、近くの直売所わWまう和んそ

う、さといも、ししヽたけの地元産品を提供し、PRを 行いました。

“
ひろしまそだち

"産
品の開発 ・育成

市民モニターによる調査

消費者のニーズに基づく産品開発をするため年4回 の食味調査を行しヽました。

“
ひろしまそだち

"信

“ひろしまセだち"産地交流会の開催

頼性の向上

6月 30日 (土)佐 伯区湯来町
参加者22名

7月 21日 (土)安 佐南区中筋
参加者33名

収穫から荷作りまでの農業体験や収穫し

た野菜を使つた詞理体験などを通して「食J

と「農Jの理解を深め、生産者と消費者との信

頼関係を高めました。

2月23日 (土)安 佐北区自木町
参加者 13人

収穫 調 整体験 調理体験

収穫 調 整体験

収穫 調 整体験 調理体験 調理体験
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店頭試食販売の実施

小売店内で、生産者が消費者に対して試食を通じて
Ⅲ
ひろしまそだち

コ
産品のPRを しました。
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金時草 (きんじそう)

ホねぎ ほうれんそう

学校の震業体験活動を支援します。
市内 10校 に、生産者 (のべ 14名 )が 震業体験活動の支援を行ないました。

食農コーディネーターの研修がスタートしました。

食農コーディネーターとは、市民への食と震の理解を推進するた
め、農作物の栽指から食べることまでの一貫した食震体験や生産者
と消費者の産地交流などを実施するにあたり、企画 運 営に携わる
市民ボランティアです。現在5名の研修生が、12月 から研修をスター

トしています。

伴小学校仁保小学校 比治山小学校



このたび、広島市ではエコファーマー制度 (広島県持続性の高い農業生産方式導入指針)に 準じた、

施肥や防除のタイミング等詳細な栽培方法を示した広島市独自の栽培マニュアル
“
ひろしまそだち

｀

栽培指針 (34品 目)を 作成しました。順次、生産者に普及を図ります。

“
ひろしまそだち

"は
、環境に配慮した生産を推進します。

また、将来|よ、特別栽培農産物に対応した栽培指針も追加していく予定です。

エコフアーマー記建を支援します。

平成19年 度は12戸 の生産者がエコファーマーの認定を受けました。

l ⑥ 農地の生産力の維持増進を図るための土づくり

十 ◎ 化学合成農薬や化学肥料の使用を低減 (慣行載増の樹ね20%減 )
|

律郎さん(安佐北区口田) 金亀米グループ9名代表 清木友昭さん(安佐北区可部町綾ケ谷)

田渥 圭―郎さん(安佐北区白木町)

【4】

近森 猛さん(安佐北区白木町)


